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ごあいさつ
津 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

会 長 木原 剛弘

平素より、津市ＰＴＡ連合会の活動にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。

今までに体験したことのないコロナ禍と呼ばれる事態のなか、各地区において子どもたちのための

活動を行っていただいていますことに心から敬意を表します。

長期化する新型コロナウイルスとの戦いは、子どもたちの健康面、精神面に影響を与えているので

はないかと心配をしています。また今年度より、一人一台タブレット端末を用いた学習がスタートし、

まさに学校教育のあり方が大きな転換期を迎えています。こんな時だからこそ、われわれＰＴＡが情

報を共有し、各家庭、学校、地域をつなぎ合わせ、子どもたちのために課題解決にむけ取り組むこと

が必要であると考えています。

今年度も 6 月に開催しました小学校部会交流会の報告書を発行させていただきました。この報告書
を基に、各地区の課題や取り組みを広く共有いただき、それぞれの地区での活動のヒントとなります

ことを、ご期待申し上げています。

津市ＰＴＡ連合会では、「つながろうＰＴＡ！子どもたちの輝く未来のために」のスローガンのもと、

より一層の情報共有に努めてまいります。引き続き、ご理解、ご協力をお願い申し上げます。

最後になりますが、小学校部会交流会の開催にご尽力いただいた部員のみなさまをはじめ、ご多忙

のなかご出席いただきましたみなさまに厚くお礼を申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

ごあいさつ
津 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

小学校部会担当 副会長 樋廻 昌彦

日頃は、津市ＰＴＡ連合会活動にご理解とご協力をいただきお礼を申しあげます。

各小学校部員の方々にご協力をいただき、感染防止対策を行いながらも小学校部会交流会を開催す

ることができました。

コロナ禍の影響で多くの単位ＰＴＡの活動が十分に行われていなかったこともあり、分散会では、

他校での活動状況について熱心に話をする姿がありました。これからのＰＴＡ活動、そして、コロナ

禍での子どもたちの今後について不安を持つ方が少なくない状況のなか、本交流会は「情報交換の場」

としての良い機会になったことと思います。参加者の大半が初対面であったにもかかわらず、分散会

が始まると、ほとんどのグループから笑い声が聞こえるなど、和気あいあいと楽しんでいる様子を見

ると、交流会を開催してよかったと思います。

なお、分散会で出していただいた多様な意見は、情報共有を図る観点から津市教育員会事務局へフ

ィードバックを行いました。また、分散会参加者から不安や質問が多かったタブレット端末等につい

ては、本報告書にまとめましたのでご覧ください。

県内でも新型コロナウィルスの爆発的な感染拡大が報じられるなか、「子どもたちの学びの場の確保」

が喫緊の課題となっています。今まで以上に学校、ＰＴＡ、そして行政が連携を取り、この困難を乗

り越えていかなければならず、津市ＰＴＡ連合会としても、横のつながりを意識しながら、取り組ん

でいきたいと思います。
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報告書記載事項についての回答

各グループの報告書に記載いただいたご意見およびご質問について、津市教育委員会事務局（市教

委）にも確認をし、津市ＰＴＡ連合会として回答できる範囲で下記に記載します。

各グループの報告書とともにご確認下さい。

令和 3年 8月
津市ＰＴＡ連合会

（１）タブレット端末の補償について

市教委としては、タブレット端末の故障、破損による補償については、故意もしくは明ら

かな過失でない限り、市が負担することとしています。故意（故意と思われる）もしくは明

らかな過失（明らかな過失が疑われる）場合については、保護者に相談の上、修理費用等を

ご負担いただく場合があります。

1学期が終了して、すでに何件か故障、破損が発生し、市負担にて修理を実施しています。
また、この補償についての方針は、導入当初より市教委が同様に対応しています。津市Ｐ

ＴＡ連合会としては、保護者のみなさまに理解が進まず、ご心配いただいている点について

は、今後の課題だと考えています。

※ 附属小学校および附属中学校については、独立行政法人として独自の対応となり、

市教委の対応とは異なります。引き続き情報交換に努めて行きたいと考えています。

（２）タブレット端末の持ち帰りについて

今年度は、モデル校（４校）を除いて原則、タブレット端末の持ち帰りは行わない予定で

す（臨時休業や緊急事態宣言が発令された場合など、必要に応じて持ち帰ることも想定して

います）。

ただし、新型コロナウイルス感染症に伴う自宅待機など登校できない場合などには、タブ

レット端末を持ち帰り、すでに家庭学習に利用しています。

またモデル校についても、持ち帰り実践は 2 学期以降の予定です（1 学期中に何度か実験
的に持ち帰りをしたモデル校もあったようです）。

タブレット端末（iPad）は、キーボード付きのケースに入れて使用をしており、持ち帰り
時もこのケースに入れて持ち帰る予定です。

※ 報告書に「タオルに包み持ち帰った」、と記載がありましたが、どのような状況

だったのか不明ため判断しづらいですが、市教委としては上記のように持ち帰りに

対応しているとのことです。

（３）タブレット端末と学習机のサイズ

タブレット端末を使うには既存の学習机のサイズが小さいのではないかとのご指摘もあり

ましたが、利用端末が iPadであり直ちに学習机が小さすぎるということはないと思われます。
また、タブレット端末を利用するときは、ノートなどを片付けてから利用するように指導す

るなど有効利用に努めていると聞いています。

また、学習机を大きくすると、教室が狭くなるなどの別の問題が生じることもあり、今後

の利用状況をしっかりと注視していきたいと考えています。
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（４）その他のＧＩＧＡスクール構想について

子どもたちが生きていく “ 新たな社会 ” は、“ ソサエティー 5.0（Society5.0）” といわれる
高度なネットワーク社会です。新学習要領では、その新たな社会に順応し、生き抜く力を養

うことが求められます。

もちろん、いままで培った学校での学び（教育）のあり方と、タブレット端末に代表され

る新たな学びのあり方はどちらかを選ぶものではなく、ともにあるべきものだと考えていま

す。

今回の報告書を見る限り、残念ながらＧＩＧＡスクール構想についての保護者の理解が予

想以上に進んでいないことが分かりました。津市ＰＴＡ連合会としても、今後どのように保

護者のみなさまの理解を得ていくかは大きな課題であると考えています。

（５）水泳授業について

水泳（プール）授業について、市教委としては今年度は実施を決定しています。ただし、

感染予防について充分に対策がとれない（リスク回避が難しい）場合については、各学校の

判断で今年度の実施を中止した学校もあったと聞いています。

各学校によって、児童数の違いや、更衣室の大きさ、更衣室に振り替える空き教室の有無、

水泳授業中のディスタンス確保のための見守り教員の確保など、状況が違うことから、一律

での判断は難しい状況です。津市ＰＴＡ連合会としては状況を理解しつつも、各学校でさら

なる工夫を重ねていただき、可能な限り多くの子どもたちの学びの機会が保障されることを

希望しています。

（６）プール清掃について

プール清掃についてですが、昨年度はコロナ禍のなか水泳授業が中止され、プール清掃も

中止となり、全校において清掃および点検がなされませんでした。しかし、施設維持の観点

から、今年度については水泳授業の有無にかかわらず、濾過器等の設備点検がなされました。

設備点検の実施にともない、プール清掃が必要となるのですが、その清掃の実施方法につ

いては各学校で対応が分かれたようです。

従来は、児童と教員でプール清掃を実施していたものですが、コロナ禍のなか児童が実施

することが難し状況もあったと思います。実際、児童とともに実施した学校や、教員のみで

実施した学校、清掃を外部業者に依頼した学校もあったと聞いています。またＰＴＡの理解

のもと、ＰＴＡ会計から外注費用を支出をした学校もあったようです。

津市ＰＴＡ連合会としは、施設維持の観点から点検、清掃が必要であることは認識をして

おり、その方法については各学校の判断と考えています。ＰＴＡ会計の支出については、Ｐ

ＴＡの同意が前提となりますので、学校側がしっかりと話しあっていただくことが必要であ

ると考えています。

以 上
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グループＡ

参加小学校：南が丘小、高茶屋小、立成小、附属小、千里ヶ丘小、みさとの丘、敬和小

（参加人数：７名）

司 会：川口 真一

記 録：東 えりか

■ＧＩＧＡスクール構想について

・ＧＩＧＡスクールについては、様々な意見がありデジタルに慣れていない方

は抵抗がある。

「勉強は、鉛筆と紙を使い学ぶもの」といった意見や、

見ている方には「遊んでる様にしか見えない」などの意見もあった。

コロナ禍においては、学校が休校になった場合でも、家で勉強ができ教科な

どが遅れないですむなど、肯定的なの意見もあった。

・保護者として心配なのは、不審なサイトなどに入ってしまわないか、危険で

はないか、という心配がある。ＩＣＴツールが進んでいる学校は、最初の時

は自分たちも同じ心配をしていたが、フィルタリングや、使用サイトなどに

制限をかけたり、学校で使用する際にはちゃんと先生が子どもたちの見てい

る画面を把握しているいうことが分かり安心できた。

・保護者の認知不足のために反対意見が多いいのではないか。保護者の方の勉

強不足か。保護者向けのＧＩＧＡスクール勉強会など開催出来ると良いのか

もしれない。

■ＰＴＡ活動（学校行事）について

・ＰＴＡ活動については、やはりコロナ禍の中、行事などが次々に中止になっ

てしまった。

・どの学校も運動会だけは感染対策を行い開催。

対策としては、午前午後に分散する、

・午前中のみの開催、

・休日でなく平日開催、

・低学年高学年に分け片方が午前運動会、もう片方は普通授業で弁当

も要らず給食を食べる、

・見学は２名のみ、

・競技種目も少なく、もちろんＰＴＡ種目も無し、

なかには運動会というネイミングを変えたとこもあるなど色々と工夫し開催

された。

ただ運動会と言うよりかは体育の授業を見ているかのようという意見も。

・子ども達の要望を聞き、例年通りの運動会を開催したところもあった。学校

としては種目など無くすのではなく、感染防止対策を入れて、やれる事はや

るとして開催された。

対策としては、

・参加保護者人数は各家庭２名までとしGoogleフォームを用いて人数

や名前を把握する、

・通路などは一方通行のみ、

・濃厚接触の可能性がある体操などの種目は他の種目に変更するなど。

■本部役員の選出方法について

・本部役員の選出方法については、まず立候補がいないか聞き、いないような

らくじ引きへ進むという学校もあれば、Zoomを使い選挙を行うなど。

・会議もZoomを利用し、手紙もペーパーレス、全てＩＣＴツールを使い伝達し
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ている。うまくZoomやGoogleフォームなどを積極的に使っている。

・任期年数は学校の規模などにより様々のよう。ＰＴＡや本部役員には外国に

つながる方が少ないところも多い。国際化が進んでいる今、もっと参加して

いただきたい。

グループＢ

参加小学校：西が丘小、一身田小、新町小、成美小、芸濃小、附属小、誠之小 （参加人数：７名）

司 会：フォレスト 幹子

記 録：稲垣 進也

■ＧＩＧＡスクール構想について

・補償については話しをしていない学校がほとんどで、端末の活用状況等につ

いては以下のような意見があった。

・校長先生が生徒と同じ端末を使って色々な学校生活の様子を発信し

ている。運動会のメイキングもあり、先生が積極的に発信して好評。

・タブレット端末を用いて授業参観を実施。休み時間に端末を使って

ＹｏｕＴｕｂｅを見ている子もいる。

・タブレットの授業参観を実施。端末を持ち帰れるようになると家庭

での端末設定とか対応できるか？

・端末の活用はわからない。子どもの端末使用が不安。

・端末を持ち帰れると案内があるのでは？扱い等も今後学校側からあ

るのでは？アンケートがあったので。

・端末用の袋を持っていたので、今後持ち帰ることを検討かな？

■ＰＴＡ活動について

・色々な活動を中止している学校がほとんどであった。

・きずなネットを活用して学校に行くことが減った。ただし、会計関係は行か

なくてはならない。

・学校に行って会計処理。

・期首に各部に一括手渡しして会計管理。

・会計が通帳を持って管理している。

・プールの清掃は各学校がＰＴＡに頼んでいるが、なぜ市はお金を出さない。

・今年は、５、６年だけプール授業がある。

・１万円以上はＰＴＡの承認がいるというルールあり。

・学級委員は今年は例年通り立てる → ４校（うち１校は部長のみ）

・中学校区のＰＴＡ球技大会なども実施予定 → ２校

・去年中止だけど今年は開催

地区懇談会、授業参観、体操服バザー、など。

・昨年も今年も行事がほとんど中止になっていない。

・バザーを実施→３校

・給食試食会を実施

→ ２校（うち１校は好評で、１校は不評だったとの報告があった。）

・役員会議→ＬＩＮＥとかでは結局時間がかかるので集まってしている。
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■本部役員選出について

・未就学児がいる家庭の役員選出について

→ ３才以下は免除

→ 自分が免除申請する

・本役員が次回役員を目処つける

・地区委員が次回ＰＴＡ役員

・父親が参加した方が良い

■今後の交流会について

・みんなが聞きたい話を集約して本部にあげる仕組みが欲しい

・ペーパーレス化の取り組み

→ Googleを利用して書記が管理。

（案内はGoogleアカウント、アンケートはGoogleフォーム）。

→ 印刷は業者に頼んでしている。

・交流会の集め方は工夫した方が良い。

・アンケートも実施した方が良かった。

グループＣ

参加小学校：北立誠小、戸木小、栗葉小、豊が丘小、修成小、川口小、黒田小 （参加人数：７名）

司 会：村上 まどか

記 録：清水 美佳

■コロナ禍で変わったこと、コロナ禍でも出来た事

・昨年同様に、運動会や授業参観の規模が縮小されたが、三密を感じずに参加

する事が出来た。各校とも、授業参観を午前・午後に分けたり、連続して引

き渡し訓練を実施するなど、行事をコンパクトにする工夫をされていた。

・運動会については、学年ごとに開催し、他の学年は授業をする方法をとった

学校もあった。イベントが少なくなっているのは、各校とも同じ。給食の試

食会や発表会などがなくなってしまった学校もあるとのこと。コロナ禍にお

いて、給食をともなう交流会は、ほぼ開催出来ない状況がわかった。

・奉仕作業について、昨年から実施自体が不安定の学校もある。ボランティア

で作業員を募る学校が多かった。草刈り機の保有率が高い学校については、

草刈り機班→手作業班などの順番で行うのが多いようだった。なかには、専

門業者やシルバー人材など、ＰＴＡ会費を使って奉仕作業を外注することを

検討される学校もあった。

■ＰＴＡ役員の決め方について

・各校とも、立候補優先で枠が埋まらなければ抽選を実施している。

・言葉の壁であったり、家庭の事情などで学校側が承認すれば、免除をしてい

る所もあった。

・各校において、免除期間がバラバラであった。

免除一切なし、３年間免除、最大６年間免除、永久免除、など

・立候補したくない理由として、

「会議など時間を割くのが大変である」、

「人前で話すのが苦手」、
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「運動会前日、深夜の場所取りに対する近隣住民からの苦情受付に立たされ

ている」など様々。

積極的に改善を試みている学校もあり、ＰＴＡ役員で、不要と思う行事、挨

拶などを無くした所もあった（卒業式の会長祝辞など）。

■ＧＩＧＡスクール構想について

・現状では、積極的にタブレットを使って積極的な授業をしている実感がない。

・使用実例としては、

音楽の授業で曲に合わせた映像を見る、

理科、社会で資料写真をみる、

黒板の代わりに使用して、子ども達の回答例を画面共有する、

体育の授業で走り方を動画撮影し、フォーム改善する、

など、メリットを感じている。

・デメリットとしては、タブレットが子どもたちの学習机に対して大きすぎる

のではないのか、という意見があった。タブレットスタンドを取り入れる、

学習机の見直しなど、子どもたちが安心して扱える環境が必要ではないのか

とのご意見もあった。

・高学年におなると、キーボードで文字を入力をする授業もあるようだが、ど

う対応をすればよいのか迷う子どもたちがみられるとのこと。ローマ字入力

を先生から指示されているが、慣れていない子どもたちがいるため、低学年

のうちから少しずつ慣れる環境があった方が良いとのご意見もあった。

・YouTubeの検索フォームで、あえてローマ字入力をさせているご家庭もあった。

・ただ、スマホやタブレットでは、フリック入力で慣れている子どもたちも多

くいる現状。学校の求めるスキルと、子どもたちが既に習得しているスキル

にズレがあるようにも思える。

・動画を友達に撮られることが嫌な子どももいる。からかわれる対象になって

いる場合もあるとのこと。

・全体を通して、タブレットの導入は、「どんな授業で、どのように使われ、

どんな成果をあげているのか」分からないという印象であった。各校でフィ

ードバックしてもらう時期がいるのではないか、とご意見もあった。

・難しくなっている英語の授業について、英語動画を取り入れた授業をしてみ

るのはどうか、とのご意見もあった。

■今回の交流会について、今後の交流会について

・各校のＰＴＡ活動・タブレット使用状況を聞けて大変よかったとのご意見が

多かった。

・次回以降の交流会にて、以下の内容を確認したい。

・タブレットの使用状況の確認、使用環境の改善（机サイズなど）

・修理を伴ったタブレットに対して、原因と検証

・子どもたち目線での、タブレット使用に対する意見

・ＰＴＡ活動の縮小（活動規模・動員人数など）

R3_小学校部会交流会 報告書
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グループＤ

参加小学校：誠之小、南立誠小、一志東小、白塚小、養正小、修成小、栗葉小 （参加人数：７名）

司 会：岩松 大介

記 録：西村 豊

■ＧＩＧＡスクール構想について

・学校でどのようにタブレットを活用しているのかわからない。

・下の学年の子より、上の学年の子の方が簡単な内容のことをしている。

・また、先生によっては授業の資料にタブレット端末やパソコンを活用したり、

先生によってスキルにかなり差がある。

・自宅でタブレット端末などを利用している子どもたちの方が大人より使いこ

なしている。

・ＧＩＧＡスクール構想についての説明を聞かせて頂きましたが、子どもから

聞いたやっている事は、タブレット端末に慣れる程度の簡単な内容。

・ＧＩＧＡスクール構想の説明が難しく保護者には伝わっていない。

・先生の得意、不得意がかなり影響されると思います。

■ＰＴＡ活動（学校行事）について。

・活動の簡略化、縮小傾向の学校と、中止の学校がありました。

・人数制限や感染予防対策、来場者の把握など工夫して実施している。

・美化活動などはマスクを着用したままでは熱中症のリスクがともなうため、

涼しい時期に実施。

・運動会については、学年ごとに観覧者を入れ替えて蜜を避ける。体育の延長

で半日程度で終わらせる。平日の午前中に時間短縮して実施するなどの工夫

をされているようです。

・一方で、学年行事は開催する方向で計画していましたが、集まるのも不安と

の声が多かったので今年も中止。

・人が集まる行事は中止している。

・美化活動を外注、または本部役員と先生のみで実施。

・廃品回収がなくなり、置き場を作り随時受付、量が集まり次第処理依頼をし

ている。

・隣接する他校で行事が中止になった場合に影響される。

・総会が書面決議になり、今後も書面決議で良いのではないか？集まる必要は

あるのだろうか？と言う意見が出ている。

・信任決議ではなく不信任決議に変更し集計の負担を軽減。

・決議にGoogleフォームのWebアンケートを活用し電子化、ペーパーレス化と家

庭との往復書類削減。

・Webアンケートでも過半数の票を集めることが出来たとのことでした。

・校長先生と話会いをする時間が増えたとの意見もありました。

■本部役員の選出方法について

・会長は抽選と選任の学校がありました。

・役員の選定も学校によって違い、すべて声掛けにて募集、免除される人以外

から投票、くじ引き、抽選など様々です。

・直接声をかけて募集するので、意思や考えなどを直接聞くことが出来る。積

極的な勧誘活動が必要。

・抽選の事前に除外申告を提出していただき、特別な理由で活動への参加が難

しい方を事前に除外しておくことでスムーズに選出出来た。

・集まって決めることが難しいため、立候補募集の時期を早め、選定を早めた。

R3_小学校部会交流会 報告書
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・役員の任期話題もあり、

１年任期の方の意見として前例に倣う事が出来なくてわからないこと

が多い。

２年任期の方の意見として任期が長い、１年だと立候補者が増えるの

ではないか？

■通学路の交通安全

・開発などで新しい道が出来たので、通学路変更はどのように検討したらよい

のか悩んでいる。

・また、Ｐ数の増減によって、集まる場所を変えたい所などもある。

・通学団の管理、立哨当番、旗当番など、校区によっては交通安全父母の会、

地区委員、自治会、子ども会など地域住民との連携が少ない、もしくは連携

がない、団体がない。

・交通安全父母の会は管轄によって活動内容に違いがあって、負担が大きく、

メリットも無いため、脱退している、脱退を検討している所もありました。

グループＥ

参加小学校：桃園小、一志西小、育生小、神戸小、大里小、高茶屋小、白塚小 （参加人数：７名）

司 会：橋村 和子

記 録：片岡 美穂

■ＧＩＧＡスクール構想について

・授業参観の際に、タブレットを使用しているのを目にした。

・ＧＩＧＡスクール構想は、子どもたちの未来にとっては必要なことだとは思

うが、学校だけが先走りしているような気がする。

・事前にもっと親が理解できるような説明をするべきではないか。

・親はついていけないところがある。

・今後、全国でタブレットを活用して授業を進めるのであれば、もっと根本的

な授業内容の格差を無くすような対策も必要ではないか。

・教える先生によって、理解しやすい、しにくいなど、指導者のレベルによっ

ても子どもの学力に影響していることも考えて欲しい。

・今のところ、子どもたちは楽しそうに学習しているが、このＧＩＧＡスクー

ル構想を推し進めることによって、日本社会はどこに向かっていくのか。

・ＡＩ技術の進歩は素晴らしいが、その反面、ＡＩによる代替可能性が高い職

業も増えることにより、就職先がどんどん減少するなど、子どもたちの選択

肢がどんどん限られるのではないか。親としては予測しにくい未来に不安要

素が多々ある。

■ＰＴＡ活動（学校行事）について

・コロナの影響で、昨年度から様々な学校行事が中止になっている。

・プールの授業も同じ津市内にも関わらず、実施する学校と実施しない学校が

あるのはなぜか。

・ＰＴＡ活動においては、コロナ禍だったからこそ見直すべき点も多くあった。

・引き継いだ慣例の活動を行っているだけでは、子どもたちにプラスだとは思

えない。
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・時代や環境も変化しているので、その時々で子どもたちが必要とする環境を

整えていくことがＰＴＡとして大切な役割ではないか。

・コロナを機に、行事内容や任務内容などの見直しを図り、生活様式も様変わ

りした現代において、保護者の負担も軽減していく必要があるのではないか。

■本部役員の選出方法について

・なぜ本部役員になりたがらないのかを見直す必要がある。

・ＰＴＡ活動というものが、本部役員ばかりの負担になっている現状が、役員

選出にも影響するのではないか。

・もっと積極的に保護者が参加したくなるようなＰＴＡ活動の改革を行わない

限り、本部役員選出における様々な課題はいつまでたっても解決しないので

はないか。

グループＦ

参加小学校：上野小、立成小、一志西小、南立誠小、倭小、家城小 （参加人数：６名）

司 会：北角 真一

記 録：神谷 のぞみ

■コロナ禍でのＰＴＡ活動

・昨年度の行事等ほとんどできていない学校や縮小して行った学校が多く、今

年度も引継ぎの会議はしたもののまだほとんどＰＴＡとして実質的には動け

ていないという学校と、小規模校なので、運動会や奉仕作業も縮小や工夫を

して行った学校とに分かれた。

・児童数の少ない小規模校では、運動会も保護者の人数を制限したり、声を出

さずに手作りの鈴で応援するなどの工夫をしたりして、土曜授業の一環とし

て実施している。

実施できた学校もやはり例年通りというわけにはいかず、祖父母が参加でき

ないなど、残念な思いでいる人もいる。

・恒例となってきた地域との行事も中止にせざるを得ず、子どもたちのために

別のかたちで何かできないかを模索しているＰＴＡもある。

・このコロナ禍において、例年行われてきたことだけでなく、理念や思いも含

めて引き継がれていかないことへの不安を感じる。この状態が２年３年と重

なる中で、「やらなくてもいいなら、やらなくていい」という大人の感覚が

子どもの世界に悪影響を及ぼすのではないか。面倒なことが多くても、「や

った結果、やってよかった」という思いが引き継がれていかないのではない

かという不安がある。

・運動会などは、動画を実況中継するなどの工夫も今後は考えてもよいのでは

ないか。プライバシー保護も大事なので、保護者しか入れないようにＩＤを

発行するなどの対策も必要。子どもたちがナレーションをあげるなどの工夫

もできるかもしれない。

■役員の選出

・地区割りのローテーションで決めているところ、地区の人数が減ってきたた

めに、学年ごとに選出するようになったところ、歴代の役員が顧問となって、

一本釣りのようなかたちで会長をきめるところ、役職は自分達で決めるとこ

R3_小学校部会交流会 報告書
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ろ、くじで、など学校によってさまざま。

・コロナ禍で前年度の引継ぎ資料がない中での会長職は、負担感が大きい。

・学校側がサポートしてくれるところもあるが、動員などはグループラインや

輪番表のくじで回しているところも多い。それでも「みんなが無理」となっ

た場合に「会長だから行かなければ」というプレッシャーがあるのではない

か。

・式典の挨拶を敬遠する人も多いので、「会長だから」ではなくて、本部役員

の中で「行ける人が行けるときに」「やれる人がやれるときに」というふう

に、できるだけ仕事の偏りをなくしていけるとよい。

■ＧＩＧＡスクール構想

・今回の研修会で、知らなかった取り組みを知れたのはよかった。

・家でも学校でもタブレット漬けになってしまうのではないかという心配が増

したので、今後はその不安を消すような勉強会もお願いしたい。

・今の子どもたちは、ＩＴについては放っておいても覚えていくのではないか。

・プレゼン能力を高めるなどの目的は良いと思うが、やり方に問題を感じる。

・むしろ英語をしゃべれるようにした方がいいのではないか？

・パソコンに触れることは大事だが、メールだけでなく、自分の言葉で発信す

ることやコミュニケーション能力の重要性をもっと伝えるべきではないか。

・小学校の間は、人と話せる（機器に頼らない）力を身につけてほしい。

・ネットに依存しすぎることの危険性についてももっと発信すべきで、小学校

の間にそのことをちゃんと身につけた上で、中高で技術的なことを磨けば良

いのでは？

・家に持ち帰るときにケースなしで、タオルでくるんで、というやり方では、

破損などの不安がある。

・Ｗｉ－Ｆｉ環境もそれぞれお家で事情がある。

■次回どんな内容？

・１１月ならワクチンにより状況も変わっていると思われるので、今から１１

月までの活動を報告し合い、共有し合うのがよい。

・今回小規模校、中規模校で学校行事がやれているところとやれていないとこ

ろと両方の状況をきけたので、参考になった。

グループＧ

参加小学校：香良洲小、豊津小、大三小、安東小、明合小、新町小、櫛形小 （参加人数：７名）

司 会：朝倉 禎三

記 録：柿木 雅代

■ＰＴＡ活動（学校行事）について

・運動会については、平日に開催されている学校が多く、児童数が多い学校で

は学年別や低中高学年に分けて行われたり、組体操を省くなど種目にも配慮

がされていた。

観覧者は保護者数名までとし、学校によってはグラウンドの外からの見学、

場所取りはなし、テント貼りはなし等、感染対策をされていた。

・授業参観については、昨年度実施していなかった学校も今年度は２、３限に

R3_小学校部会交流会 報告書
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分けて保護者１人まで参加可能とし、すでに実施された学校や今後実施予定

の学校もある。

・プールについては、ほとんどが中止の中、高学年のみ実施する学校や、一度

に入る人数を減らし、子どもたちの間隔をあけて感染予防に気をつけながら

実施する学校もある。

・夕涼み会等ＰＴＡが中心の祭りの行事は、昨年度に引き続き今年度も中止に

なった学校がほとんどだが、６年生対象にミニ夕涼み会を学級委員が中心に

なって行う学校や、６年生のために何かできないかＰＴＡから学校へ声をか

けている学校もあった。

■ＰＴＡ役員の選手について

・本部役員を一度するとその後は免除となるが、対象が会長だけか本部役員な

のか範囲は学校によって異なる。

・５年生の保護者から副会長を選び、６年生にスライドして会長となるので、

会長は１年毎交代することになるが、副会長をしてから会長になるのである

程度のことが分かってよい。

・立候補者はほとんどいないので、抽選になることが多いが、コロナ禍の中で

は集まる機会が少ないため、抽選する場が設けにくい。抽選になった場合は

集まってもらうが、欠席者には委任状を提出してもらい、選出の対象として

いる。

・立候補者がいない場合は、子どもがくじを引いて名簿が作成され、その中か

ら投票によって選出される。

・本部役員の会長・副会長の仕事の負担減のために、本部役員以外の役員にも

仕事を分散している。

・行事の際に会長の挨拶をすることを嫌がる人もいるので、重要性があまりな

いのであれば挨拶はなしにしても良いのではないか。

■ＧＩＧＡスクール構想について

・授業参観の時に使用しており、算数や美術でも使っていた。子どもから学校

でどのように使っているか話をあまり聞くことがないので、授業参観で実際

に子どもたちが使っている様子を見るのが良い。

・タブレットを今後持ち帰ることになった際に、家庭学習で使えるように学校

でも教えてほしい。

・先生が扱えていないのではという心配もあるが、タブレットでの学習であれ

ば、全国の有名な先生の授業を一斉配信するなど、いろんな展開が考えられ

るのではないか。

■まとめ

・ＧＩＧＡスクール構想について、詳しく話が聞けたのはよかった。

・タブレットの自宅活用に向けて早めに取り組んでほしい。

・各学校の話が聞けて、取り入れられそうなことや参考になったことも多く、

交流会での話をＰＴＡや学校へのフィードバックをする機会設けていきたい。
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グループＨ

参加小学校：みさとの丘、黒田小、片田小、栗真小、川口小、修成小、大里小 （参加人数：７名）

司 会：水谷 秀美

記 録：山本 由希子

■ＰＴＡ本部役員の選出方法

・まず、任期は １年～２年。

・２年任期の学校は、役員のうち半分が１年目、もう半分が２年目となってお

り、引継ぎ等が円滑にいく。

副会長から会長へ、会長から顧問へというパターンも。

免除については本部２年で永久、会長のみ、免除制がないなど、様々。

生徒数の減少により、すぐに役が回ってきてしまう現状の学校もあり。

・ほとんどの学校が立候補、もしくは未経験者の中からの抽選でしたが、推薦

方式の学校もあった。

そうなると、名簿の一番上の人や転校生が当たりやすい傾向になっているよ

うで、抽選へ変更したい旨を学校側に伝えるも、規約変更になるため、なか

なか動き出せず。

・本部役員を皆が嫌がるのは仕事内容が明瞭でないからなのではないか。

・新入学の保護者にも分かりやすいよう、組織図や仕事内容をあらかじめ提示

すべきでは？

・挨拶のテンプレートも作っておき、誰もがプレッシャーを感じずにできるよ

うにしていきたい。

・任期１年では、学校のことが分かってきた頃に終了となってしまうので、よ

りよいＰＴＡ活動へと変革をしていくのならば、２年以上あるほうがやりや

すいのではないか。

■コロナ禍での学校行事

・運動会は、平日、短縮で昨年と同様に行われているところが多い。

・プールも昨年同様中止だが、２年間放置はできないので掃除のみ実施する学

校あり。

学校から業者に清掃を依頼するも、支払いはＰＴＡ会費からとお願いされる

場合も。

・コロナ禍が終了した後も、今までの行事がちゃんと復活するのか心配。

・父母の会へ入会している学校は少ないが、旗持ち当番は全校が行っていた。

■登下校、体育時のマスク着用について

・保護者としては、熱中症等が心配なので「しなくていいよ」と声掛けしてい

る人が多い。

しかし、上級生やクスメイトからの“マスクいじめ"が心配である。

保護者としては、先生から「どっちでもいい」と言ってほしいが、学校側は

何かあったときのため「しなくていい」とは言えない。

ＰＴＡで何か呼びかけをしていくか、学校ごとに話し合いをしていく。

■まとめ

・他校の意見を聞くことで、本部役員の運営方法等とても刺激になった。

・生徒数の減少も問題になている学校も多く、今後は誰もがやりやすいような

本部役員を目指し、組織図など制作していきたい。既に実施している学校も

あるので、今後も定期的に情報交換をしていける場が欲しいと思った。



- 14 -

グループＩ

参加小学校：村主小、倭小、高野尾小、明小、八ッ山小、北立誠小、南が丘小 （参加人数：７名）

司 会：早川 憲介

記 録：西 朋子

■ＰＴＡ活動について（実施したこと・実施予定のもの）

・児童数５０人前後の学校

クリーン活動、廃品回収、授業参観、総会、修学旅行、

地域のお祭り（飲食なし）、

プール（学校により実施している所、実施していない所がある）

・児童数５００人以上の学校

クリーン活動、運動会、球技大会、修学旅行、総会、授業参観

（プールは実施していない。）

■役員の選出方法について

・立候補を募る

・現会長が後任者を指名する

・前年度の副会長が会長になる、など

・学校により選出方法が違う

・世帯数の少ない学校では、役員になる回数が多くなるので、本部役員、専門

部、学級委員などの仕事内容を見直し（削減出来る所、まとめて出来る所な

ど）、役員の負担を減らす取り組みや、専門部を統合することで、役員数を

減らして、役員に当たる回数を少なくしている

・役員免除は学校により違いがある。

■その他

・保護者への配布物をきずなメールの添付機能を利用してデーター配信するこ

とで、ペーパーレス化、印刷時間や手間を省いている所もある。

・スローガンを決めて、ＰＴＡ活動をしている所もある。

（３つのＳでスマート化、削減、スピード感、正確性）

■まとめ 今後に生かしていける・展開していけそうな事項等

・少人数での交流会だったので、それぞれの学校の課題や取り組みについて、

ゆっくり聞くことができた。

・交流会で聞いた話をそれぞれの学校で、どのように活用したか（後日、配布

される討議記録の活用方法など）参考にして実施したことがあったかなど、

交流会後の取り組みについて話しが聞ける機会があっても良さそう。

R3_小学校部会交流会 報告書
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グループＪ

参加小学校：櫛形小、美杉小、草生小、家城小、榊原小、戸木小、安濃小 （参加人数：７名）

司 会：中谷 健一

記 録：西 一江

■本部役員の選出方法について

・ほとんどの学校では５年生の学年の保護者が会長になる所が多い。

・児童数の少ないところは、保護者同士がその家族の背景もよくわかっている

ので助け合いながら役員をしている。

・毎年役員が当たる所もある

・役員の決め方としては自ら立候補で毎年決まるところもあれば、児童にくじ

引きをさせて決めるところもある。

・授業参観の後に、保護者がくじ引き、来れないところは委任状を書いて、先

生にくじ引きをしてもらう。

・今、コロナの影響で集まる事自体が難しい。

■ＰＴＡ活動について

・運動会は学年ごとに分けてのところや、全体的にして午前中で終わるところ

もある。

・プールは密になるのと、マスク着用が難しいため、しないところが多い。

・草むしりについては、今までなら、全保護者でしていたところも、１週間の

間に行ける日に草むしりをして、終了後、職員に報告するところもある。自

治会が協力してくれるところもある。

■ＧＩＧＡスクール構想について

・まだ今のところ、どんなことをしているのか分からない保護者もいる。

・これから長期で休む子どもたちに活用出来ればいいと思う。

（例えば、コロナ濃厚接触者など）
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参考資料

【 交流会 全体会 】

「ＧＩＧＡスクール構想について」

津市教育委員会事務局

配 布 資 料
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